別記様式第２号（２）
教育及び保育に従事する職員及び
保育に従事する職員配置計算表
	園児の
年　齢
	定員（A）

	配置基準数

（小数第２位以下

切り捨て）
	学級数
（１学級の園児
は３５人以下）
	必要となる員数
（＝配置基準数）

	
	
	０歳児(A)/３＝
	
	

	０歳児
	　　人
	人
	
	　　　　 　　　人

	
	
	１＋２歳児(A)/６=
	
	

	１歳児
	　　人
	人
	
	　　　　　　人

	２歳児
	　　人
	
	
	

	小計
	(1)
	　　　人

	園児の
年　齢
	定員（A）

	配置基準数

（小数第２位以下

切り捨て）(B）
	学級数

(１学級の園児
は３５人以下)(C)
	必要となる員数

	
	
	３歳児(A)/２０＝
	
	(B)と(C)

を比較し

大きい数

	３歳児
	　　人
	人
	
	

	
	
	４＋５歳児(A)/３０=
	
	

	４歳児
	　　人
	人
	
	

	５歳児
	　　人
	
	
	

	小計
	(B)
	　　　　人
	(C)
	
	(2)
	　　　人

	合計【(1)＋(2)を小数点第１位で四捨五入】
	（D）
	　　　人

	実際に配置する員数
	（E）
	　　　　人


※別紙の【注】を参照すること。

別紙

【注】　

1． E≧Dとなること。
２．「実際に配置する員数」は、次により常勤換算し記入すること。
　　「実際に配置する員数」＝「常勤職員」＋「非常勤・短時間勤務職員の常勤換算」
　　○非常勤・短時間勤務職員の常勤換算とは
　　＜算式＞

　　　常勤換算値
　　　＝常勤職員以外の教育・保育に従事する者の１か月の勤務時間数の合計

　　　　／各施設の就業規則等で定めた常勤職員の１か月の勤務時間数

＜計算例＞

　　　就業規則で常勤勤務が１日８時間、１ヶ月２０日勤務（すなわち１ヶ月１６０時間勤務）と規定されている施設において、非常勤の勤務者が５人おり、それぞれAさんは１ヶ月１２０時間勤務、Bさんは１ヶ月１２０時間勤務、Cさんは１ヶ月８０時間勤務、Dさん

　　は１ヶ月６４時間勤務、Eさんは１ヶ月４８時間勤務だった場合

　　（１２０＋１２０＋８０＋６４＋４８）／１６０＝２．７

　　　
３．以下の条件を満たすこと

①学級担任は原則常勤専任であること
②各組・グループに常勤の教育・保育従事者が１人以上（乳児は２人以上）配置されてい
ること

　　③短時間勤務の教育・保育従事者を充てる場合の勤務時間数が常勤の教育・保育従事者を
充てる場合の勤務時間数以上となること

